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資料1
会員数、雑誌不要者

会員数

一般 学生 合計 一般 学生 合計
北海道 254 137 391 252 127 379
東北 170 103 273 171 95 266
関東 985 431 1416 986 409 1395
中部 353 165 518 350 142 492
近畿 454 307 761 460 299 759
中四国 188 61 249 184 63 247
九州 230 91 321 217 83 300
外国 42 6 48 32 6 38
小計 2676 1301 3977 2652 1224 3876
賛助 67 65
名誉 7 7
小計 74 72
合計 4051 3948

会費納入率（各年12月末現在）

一般 学生 一般 学生
北海道 92.5 76.6 94.4 72.4
東北 92.9 71.8 95.3 84.2
関東 93.6 71.9 94.6 77.0
中部 90.1 72.1 94.0 73.2
近畿 94.5 76.9 95.2 76.6
中四国 95.7 73.8 94.6 79.4
九州 95.7 79.1 95.4 75.9
海外 59.5 16.7 84.4 50.0
全体 92.9 73.9 94.6 76.5

日本生態学会誌73巻 保全生態学研究28巻
1号 2号 1号 2号

発行部数 320 320 発行部数 830 830
配本部数 297 287 配本部数 802 806
残部数 23 33 残部数 28 24

Ecological Research Vol.38
No.1 No.2 No.3 No.4 No.5 No.6

発行部数 105 105 105 105 105 105
配本部数 101 99 99 99 97 99
残部数 4 6 6 6 8 6

2022年12月末現在 2023年12月末現在

2022年 2023年
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資料 2 

事務局報告 
＜庶務報告＞ 
1. 日本学ढ़৾ڷ会ΓΕྫ和 5 年度Ռ研費（国ࡏ情報発৶کԿ B・OA ୔௪ࡀ行支援）の෈ק

எ͍͗ͮͪ（4 月 1 日） 
2. 日本学ढ़৾ڷ会ৈ΃の会員 1 ໌のਬપ・ਅ੧を行ͮͪ（4 月 6 日） 
3. ྫ和 5 年度Ռ学ٗढ़෾野の文部Ռ学大਋නঞऑघՌ学ंৈを生態学会ਬપのࢃ道真人ࢱ

͗णৈしͪͳ報道発න͠Ηͪ（4 月 7 日） 
4. ৿ৈʰ自然史研究৾ڷৈʱ選ߡ委員のਬપを代議員にғབし 4 ໌の選ߡ委員を決定しͪ

（4 月 28 日） 
5. ๑務局に 2023 年定時総会にてम任しͪ理事・監事交代をਅ੧しౌ͠ىΗͪ（5 月 8 日） 
6. 日本学ढ़৾ڷ会΃ྫ和 4 年度Ռ研費（国ࡏ情報発৶کԿ A）ࣰ੹報告ॽをૻ付しͪ（5 月

8 日） 
7. 会員Ѿに 10月の全国選ࢬࣰڏに͜޴てे所変更घକきғབの一੬ϟーϩഓ৶を行ͮ （ͪ6

月 28 日） 
8. 第 22 回生態学ඒംކৈदৈࣞ・णৈى೨ߪԍを࣐ծݟுͲ行ͮͪ（7 月 8 日） 
9. 一ൢऀ஄๑人 SWiTCH क࠷ʰSWiTCH CHAT for ations Vol.2ʱ΃のޛ援໌ٝ࢘༽を会長

໌Ͳ承ଡ଼しͪ（8 月 18 日） 
10. 森林総合研究所क࠷シンϛジΤϞʰ森林͗क಍するϋイοャーϛジティϔ～生෼ଡ༹੓

の研究ͳࣰભの࠹઴ત～ʱ΃のޛ援໌ٝ࢘༽を会長໌Ͳ承ଡ଼しͪ（9 月 15 日） 
11. 学ढ़৾ڷ会にྫ和 6 年度Ռ研費（国ࡏ情報発৶کԿ OA 行支援）計画௒ॽなʹԢูॽק

ྪ一ࣞをૻ付しͪɽ（9 月 15 日） 
12. ࣝ島学ढ़৾ࡔڷ஄研究ঁ੔΃の会員 1 ໌のਬપ・ਅ੧を行ͮͪ（10 月 2 日） 
13. 次ʓ期会長ޫึ͕Γ;次期代議員選ڏの֋ධをښ౐大学にて行ͮͪ（11 月 2 日） 
14. 学会ৈ選ߡ委員会にਬપ͠Ηͪ生態学会ৈ・ٸ地ৈ・ওྯৈ（鈴木ৈ）ޫึं͗理事会ϟ

ーϩ審議にて承認͠Ηͪ（11 月 27 日） 
15. 自然史研究৾ڷৈ選ߡ委員会にਬપ͠Ηͪޫึं͗理事会ϟーϩ審議にて承認͠Ηͪ

（12 月 1 日） 
16. 東ښ大学 ઎୼Ռ学ٗढ़研究ιンターシンϛジΤϞʰ森林のଡ໚దؽ೵に関するアンίー

φ੔Վ報告ιϝψー～森林活༽にͪ͜޴Ռ学ーࣰ務ー੕ࡨのωーθを୵る～ʱ΃のޛ援
Նしͪ（1ڒを会長໌Ͳ༼࢘ٝ໌ 月 17 日） 

஄研究ঁ੔΃の生態学会員ࡔڷ田Ռ学৾ࢃ .17 2 ໌のਬપ・ਅ੧を行ͮͪ（2 月 7 日） 
 

＜会計報告＞ 
1. 学ढ़ஸڢݘࡠ会ΓΕ 2022 年度द業໪దޮ़ૻ৶保ৄ金ͳして 368,626 ԃの೘金͍͗ͮͪ
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資料 2 

（3 月 27 日） 
ຊαンϗンシϥンιンターにࡵ .2 2025年 3月֋࠷ ESJ72ࢬઅ࢘༽料ͳして 628,220ԃを支

෹ͮͪ（3 月 29 日） 
3. 東北ཱིڠ΃ ESJ70の Zoom͕Γ;会場ライϔഓ৶オϘϪーシϥン委୙費ͳして 2,485,450

ԃを支෹ͮͪ（4 月 5 日） 
4. AGRI SMIL΃ESJ70ϕラρφフォーϞཤ༽料ͳして 2,821,564ԃを支෹ͮ （ͪ4月 27日） 
5. 国ࡏ文ऀݛ΃ ESJ70 大会関連委୙費ͳして 3,720,535 ԃを支෹ͮͪ（5 月 9 日） 
6. Wiley ऀ΃ 2022 年英文 3 誌発行費ͳして 219,696 ԃを支෹ͮͪ（6 月 12 日） 
7. 2023 年地区会活動費を各地区会にૻ金しͪ（6 月 16 日） 
8. 土૖事務所΃日本生態学会誌 73 ת 1 費ͳしてࡰһߺ 334,400 ԃを支෹ͮͪ（6 月 26 日） 
9. 土૖事務所΃ωϣースϪターNo.60 編集費ͳして 138,600 ԃを支෹ͮͪ（6 月 26 日） 
10. 国ࡏ文ऀݛ΃会員管理委୙費 4～6 月 3,034,372 ԃを支෹ͮͪ（7 月 11 日） 
11. 土૖事務所΃保全生態学研究 28 ת 費ͳしてࡰһߺ1 1,766,655ԃを支෹ͮ （ͪ8月 3日） 
12. 国ࡏ文ऀݛ΃全国・北海道地区・近畿地区Τェϔ選ڏ費༽ͳして 459,800 ԃを支෹ͮ （ͪ8

月 5 日） 
13. 国ࡏ文ऀݛ΃会員管理委୙費 7～9 月 386,538 ԃを支෹ͮͪ（10 月 12 日） 
出版ΓΕhཱིڠ .14 代の生態学ݳ 7 ΦαΰόϝクスーҪఽ子 һɦ੭ͳして 229,636 ԃの೘金͗

͍ͮͪ（10 月 18 日） 
15. ESJ71 交流ςーϩ SpatialChat 料ͳして༼࢘ 743,743 ԃを支෹ͮͪ（11 月 10 日） 
16. イάリス生態学会ఴࣖテーϔϩ費༽ͳして 171,854 ԃを支෹ͮͪ（11 月 28 日） 
17. ΊͥΆフΟクターΓΕ 2024年会費࠴޳自動Ӏཚ෾ͳして3,126,770ԃの೘金͍͗ͮ （ͪ12

月 12 日） 
18. 国ࡏ文ऀݛ΃会員管理委୙費 2023 年 10-12 月෾ͳして 903,867 ԃを支෹ͮͪ（1 月 16

日） 
19. 土૖事務所΃日本生態学会誌 73-2 һࡰ費ͳして 447,040 ԃを支෹ͮͪ（1 月 17 日） 
20. 土૖事務所΃保全生態学研究 28-2 һࡰ費ͳして 2,465,100 ԃを支෹ͮͪ（1 月 17 日） 
21. 東ښԿ学ಋ人ΓΕ生態学೘門 2版出版һ੭ͳして 365,120ԃの೘金͍͗ͮ （ͪ1月 25日） 
22. ᷄ ϭタψϗ流௪ΓΕر෡のਅし出͍͗Ε 50 ຬԃの೘金͍͗ͮͪ（1 月 26 日） 
23. 2023 年度の会計監査͗ Web 会議システϞ（Zoom）Ͳ行なΚΗ、会計ͺన正に行なΚΗ

ͪ͞ͳ֮͗認͠Ηͪɽ(2 月 8 日) 
24. ᷄ シンク・ϋイοャーΓΕ自然史研究৾ڷৈৈ金のر෡ਅし出͍͗Ε 20 ຬԃの೘金͍͗

ͮͪ（2 月 22 日） 
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2024 年 2 月 17 日 

監査報告 

一般社団法人 日本生態学会 

監事 大塚 俊之 

監事 瀧本 岳 

当法人の 2023 年度の事業報告、計算書類、これらの附属明細書、そのほか理事の職務執行

の監査について、次の通り報告する。 

1. 監査の方法及びその内容

2023 年度を通じ、各監事が必要な調査を行い、その結果を監事間で協議して監査を実施し

た。具体的には、すべての理事会に出席し、重要な報告書等を随時閲覧した。さらに、必要

に応じて、これらの内容について関係する理事に説明を求めた。また、事前に資料を電子媒

体で受領した上で、2024 年 2 月 8 日に学会事務局と Web 会議システムで接続し、関係する

会計書類を逐次閲覧した。 

2. 監査の結果

(1) 事業報告書及びその附属明細書は法令および定款に従い当法人の状況を正しく表示し

ている。 

(2) 理事の職務の遂行に関し、不正の行為もしくは定款に違反する重大な事実はない。

(3) 計算書類とその附属明細書は当法人の財産および損益の状況をすべての重要な点にお

いて適正に表示している。 

以上 

資料３
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資料 4 

英文誌出版状況報告 2024 年 3 月 15 日 

日本生態学会出版担当理事 久米篤 

 

・英文誌 3 誌出版体制 
2024 年 1月より、日本生態学会は Ecological Research（ER 誌）に加えて、

Population Ecology（PE 誌）、Plant Species Biology（PSB 誌）の出版元となった。

それに伴い、会則の改定や出版体制の整備を進めている。今後の 3誌の運営について

は、ESJ71 において 3月 17 日 12:15-13:45,Room A で開催予定のフォーラム「日本生

態学会が出版する３つの英文誌の将来像 運営と編集方針について」で、3 誌の編集

長を交えて公開討論を行う。 

 

・OA 出版補助制度 
2023 年 4月から、会員の ER 誌での OA論文出版費用を補助し、自己負担額 18 万円で

出版できる制度を開始した（https://www.esj.ne.jp/er/authors.html#OASubsidy）。

2024 年 3月 13 日までに 5 件の利用があり、問い合わせも増えている。学会からの OA

費補助は、責任著者の所属機関と Wiley 社が OA出版契約している場合には原則として

適用外となる（システム上、機関契約が優先される）。国内主要大学で Wiley 社との

転換契約が進み、学会からの OA 費補助の数は想定内に収まっている。なお PE 誌、PEB

誌についても OA費補助制度は適用されることになった。また、地区会や他学会が、自

己負担額分を負担し、OA 費の著者負担を無くす仕組みも導入されつつある。 

 

・英文冊子体廃止の経緯 

 英文誌冊子体購読について、日本生態学会と Wiley 社との契約書では次にように規

定されている。 

8.2 会員向け冊子版 

 会員には本出版社の指定する vendor を通じて本ジャーナルの個人向け冊子購読

がセルフサービスとして割引料金で提供される。割引料金は本出版社が本学会に提

供する「割引コード」によって利用でき、本学会が割引コードを会員に配布する。

割引コードは本学会の会員のみが使用でき、会員以外への配布や会員以外による使

用は禁止される。 

 日本生態学会は 2024 年から英文 3誌の出版元となっているが、学会を通じて冊子体

を配布しているのは ER誌のみであり、PE 誌では冊子体の配布は無く、PSB 誌は電子ジ

ャーナルであるため冊子体の出版自体が無い。 

 2023 年 12 月 1 日に、2024 年 1月より Wiley 社が直接管理していた冊子体販売を米

国の Sheridan 社に委託する、ER誌と PE 誌の冊子注文はオンラインサイトから行い、
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資料 4 

注文時に割引コードを入力することで通常価格から 8割引となる、との連絡が Wiley

社からあった。実際に発注する段階で、ER 誌 $1,124.14、PE 誌 $764.47 という価格

が提示され、８割引きでも１号 ER約３万円、PE約２万円となり、配送費を含めると

さらに金額が上昇することが想定された（ただし、海外出版の国際誌の相場と比較し

て、著しく高価ということはない状況）。 

 この変更について、Wiley 社からの事前連絡に問題があった点を指摘した結果、

2024 年出版分については Wiley 社の電子データを利用して印刷・製本した冊子を日本

で作成して、会員に配布する事は認める、との返答を得た。なお、現時点で、2024 年

1 号の冊子体については発注しておらず、冊子体を希望指定いる会員には状況説明の

手紙を送付している。今後の対応について理事会で検討した結果、冊子体廃止が提案

されている。 

 
・BES2023 出展報告 

 昨年に引き続き、12月 12 日から 15日に開催された英国生態学会年会 BES2023 に日

本生態学会（英文誌 3誌）の宣伝ブースを出展した。3誌の紹介パンフレット、生態

学会のノベルティー（クリアホルダー）配布や、大型液晶ビジョンを利用した宣伝資

料の投影など、積極的な広報・学会間交流を行った。生態学会代議員及び英文誌出版

TF メンバーとして、黒川紘子さんに現地出展を担当していただいた（学会による旅費

負担）。他に、BES に参加した星崎和彦さん、滝本岳さん、森章さんにも現地対応で

協力していただいた。黒川さんからは詳細な報告書を提出していただいた（資料添

付）。 

 
・生態学会大会における海外参加者の旅費支援制度の提案 

BES におけるブース対応の結果、海外若手研究者の日本生態学会大会参加への旅費支

援のニーズの高さが再度、明らかになった。生態学研究の国際交流を進め、共同研究

を増やす意味でも、ERシンポ以外の旅費支援枠の設定は、大きなメリットがあると判

断される。海外の学会でも旅費支援制度はあり、海外会員の活性化という観点からも

検討が望まれる。 

 
・DRYAD からの提案 

Data Dryad と figshare はデータファイルを保管するための汎用リポジトリで、どち

らも Scientific Data の推奨データリポジトリとなっており、データペーパー（Data 

articles）の運用に必要なデータ登録条件を満たしている。 

 *公開された形式でのデータセットの長期的な永続性と保存を保証。 

 *送信されたデータセットに安定した識別子（DOI）を提供。 
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資料 4 

 *ログインやペイウォールなどの障壁なしでデータへのパブリック アクセスを許

可。 

 *オープン ライセンスのサポート (CC-BY、またはそれらと同等のライセンス) 

 ER 誌で Data paper を開始した時点では、日本でこの条件を完全に満たすリポジト

リを利用することは現実的ではなく、国立環境研究所の JaLTER データベース（DOI 無

し）から有用データを公開するという方針であった。その後、データ登録については

より信頼性の高い figshare や Data Dryad の利用を促すよう検討してきたが、開始当

時の経緯から移行が進んでいない。国環研のデータベースサーバの利用方法が変わる

こともあり、今後の対応を至急検討することが求められている。また、BES2023 では

Dryad から直接説明があり、学会宛に利用提案書が送付されている。Dryad の Data 

curator のサポートや、Dryad database に入ることで article 自体の visibility が高

まることが期待され、英文誌編集部としてもデータ管理についてのサポート業務が軽

減される。一方で、国内データリポジトリを継続的に利用するという立場であれば、

JaLTER データベースの DOI 付与を早急に進めるよう働きかける必要がある。 
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資料５ 

日本生態学会理事会 理事・監事 ਬપリスφ 
 役৮・担当 ࢱ ໌ 任 期 

代න理事 会長ʙ学ढ़会議 北島 2026.3～2024.3 ܈ 
業務執行理事 ෯会長（次期会長ޫึ） 日Ӟ ห 2024.3～2026.3 

専務理事 ཱི田 ੘2025.3～2023.3 *ى 
庶務 赤坂 宗光* 2023.3～2025.3 
会計 ⁍ ͖͕る* 2023.3～2025.3 
出版 ٳธ ಠ 2024.3～2026.3 
஋ঃڠಋࢂ画 木ଞ 2026.3～2024.3 ܛ 
情報/INTECOL ଞԮ ༡༟ 2024.3～2026.3 

理事 
代議員 9໌ 

出版（和文誌） 相場 慎一郎 2024.3～2026.3 
 行੕ 石濱 史子 2024.3～2026.3ڧ؂
学ࡏ 森 章 2024.3～2026.3 
国ྙڢࡏ 小林 真 2024.3～2026.3 
キャリア支援 東樹 宏和 2024.3～2026.3 
次੊代育੔ 竹垣 毅 2024.3～2026.3 
自然史学会連合 工藤 岳 2024.3～2026.3 
将来計画 土居 秀幸 2024.3～2026.3 
生態系管理 西廣 淳 2024.3～2026.3 

理事 
代議員外２໌ 

EAFES 中野 ৵一 2024.3～2026.3 
大会 ٤田 ৐人 2024.3～2026.3 

監事  大௫ 俊之* 2023.3～2025.3 
 子 2024.3～2026.3ߝ 川ࠉ 

৙任オϔδーバ 
（専門委員） 

EcoRes 編集長 ෍ন ༡ 2024.1～2025.12 
生態誌編集長 Ӯ光 ٍٝ 2023.1～2025.12 
保全誌編集長 丑丸 敦史 2024.1～2026.12 
大会企画委員長 ߶ڰ 一஋ 2024.3～2025.3 
自然保護専門委員長 関島 ߅෋ 2024.3～2026.3 

* 2023.3 承認ࡃΊ 
ˠߡࢂʰ定款・第 4 章役員౵ʱ 

(役員の選任౵） 
第 29 ড়  理事ٶ;監事ͺ、総会の決議にΓͮて選任するɽな͕、選任に͍ͪͮて、正会員の౦ධに
Γる理事݋代න理事・会長ޫึंを選出する選ڏの݃Վด;に理事会のਬપする理事ٶ;監事ޫึं
をߡࢂͳする͞ͳ͗Ͳきるɽ 

2.総会の決議にΓΕ、代න理事・会長ޫึंを理事会にਬપする͞ͳ͗Ͳきるɽ 

3.総会の選任決議に઎ཱིͬ、正会員の౦ධにΓる理事݋代න理事・会長ޫึंを選出する選ڏを行い、
その݃ՎにخͰきҐԾのंを、総会にਬપする͞ͳ͗Ͳきるɽな͕、理事݋代න理事・会長ޫึं選
 ଉͺ、理事会に͕いて定Όるɽࡋを行うͪΌのڏ

  (1) 理事݋代න理事・会長ޫึं１໌ 

4.代න理事・会長ٶ;業務執行理事ͺ、理事会の決議にΓͮて理事の中͖Δ定Όるɽ代න理事・会長の
選任に͍ͪͮてͺ、総会͖Δのਬપの͍ͮͪ代න理事・会長ޫึंをߡࢂͳする͞ͳ͗Ͳきるɽ 
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資料 6 

定款改ఙについて 
 行情報：https://esj.ne.jp/esj/Rule/Teikan.htmlݳ

2024年 3月 18日改ఙ（予定） 
 

՗所 ݳ行 変更Ҍ 
第 1 章 総ଉ 
（໪ద） 
第 3 ড় 

当๑人ͺ、生態学の਒ิͳ෕ٶをਦる
͞ͳを௪ͣて、ऀ会に߫ݛする͞ͳを
໪దͳし、その໪దに資するͪΌ、次
の事業を行うɽ 

(1) 学ढ़集会、研究集会、ߪԍ会、ߪस
会౵の֋࠷ 

(2) 学ढ़ࡸ誌ٶ;その他のؽ関ࢶ౵の
発行 

(3) 生態学に関する研究、௒査、教育
 研र;ٶ

(4) 研究業੹のනঞٶ;その他研究の
ওྯ 

(5) 内外の関ܐ学ढ़஄ରͳの連ཙٶ;
఑ܠ 

(6) その他、当๑人の໪దをୣ੔する
ͪΌにච要な事業 

当๑人ͺ、生態学の਒ิͳ෕ٶをਦる͞
ͳを௪ͣて、ऀ会に߫ݛする͞ͳを໪ద
ͳし、その໪దに資するͪΌ、次の事業
を行うɽ 

(1) 学ढ़集会、研究集会、ߪԍ会、ߪस会
౵の֋࠷ 

(2) 学ढ़ࡸ誌ؽ;ٶ関ࢶ౵の発行 

(3) 生態学に関する研究、௒査、教育ٶ;
研र 

(4) 研究業੹のනঞٶ;その他研究のও
ྯ 

(5) 内外の関ܐ学ढ़஄ରͳの連ཙٶ;఑
 ܠ

(6) その他、当๑人の໪దをୣ੔するͪ
Όにච要な事業 

第 3 章 
代議員総会 
(会員ϖの௪
எ) 
第 27 ড় 
 

総会の議事の要項ٶ;議決しͪ事項
ͺ、͞の๑人͗発行するؽ関誌౵にて
会員に௪எするɽ 

総会の議事の要項ٶ;議決しͪ事項ͺ、
͞の๑人͗発行するؽ関ࢶ౵にて会員に
௪எするɽ 
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資料 7 

日本生態学会 ೘会ٶ;会費 規ଉ改ఙについて 
 行情報：https://esj.ne.jp/esj/Rule/Nyukai_Kaihi2022.htmlݳ

2024年 3月 18日改ఙ（予定） 
՗所 ݳ行 変更Ҍ 
第 8ড় 本๑人の会員の会費ͺ、次に͝ܟるخ本会費、

 子ର߬ಣ費の合計ֻͳするɽ࡯

 
本会خ

費 

*子ର߬ಣ費࡯

（ૻ料ࠒ） 

大会

発න 

選ڏō

අ選ڏ

代）ݘ

議員) 

正会員

(一ൢ) 
9500 ԃ 

ᶅ：8000 ԃ 

ᶆ：2000 ԃ 

ᶇ：2000 ԃ 

˕ ˕ 

正会員

(学生) 
4500 ԃ 

ᶅ：8000 ԃ 

ᶆ：2000 ԃ 

ᶇ：2000 ԃ 

˕ ˕ 

会ঁ࢏

員(ݺ

人・஄

ର) 

年会費（߬ಣࢶ） 

20000 ԃ（ᶅ・ᶆの࡯

子ର） 

22000 ԃ（ᶅ・ᶆ・ᶇ

の࡯子ର） 

× × 

໌༬会

員 
0 ԃ 0 ԃ ˕ × 

 子ର߬ಣ費࡯*
本๑人の会員にͺ、س๮͍͗Ηͻ、次の学会誌
の࡯子ରを༙料（࡯子ର߬ಣ費）Ͳഓૻするɽ 
ᶅER：Ecological Research（年 6回発行） 
ᶆ生態誌：日本生態学会誌（年 2回発行） 
ᶇ保全誌：保全生態学研究（年 2回発行） 

本๑人の会員の会費ͺ、次のΓうに定Όるɽ 

 会費 

英文学ढ़

誌オンࡸ

ライン߬

ಣ* 

大会発

න 

選ڏōඅ選

代）ݘڏ

議員) 

正会員

(一ൢ) 
9500 ԃ ˕ ˕ ˕ 

正会員

(学生) 
4500 ԃ ˕ ˕ ˕ 

会ঁ࢏

員(ݺ

人・஄

ର) 

20000

ԃ 
× × × 

໌༬会

員 
0 ԃ ˕ ˕ × 

 子ର߬ಣ࡯
本๑人の正会員にͺ、س๮͍͗Ηͻ、次の学ढ़
子ରを各࡯誌のࡸ 2000 ԃͲഓාする（ૻ料
 ɽ（ࠒ
ᶅ 日本生態学会誌（年 2回発行） 
ᶆ 保全生態学研究（年 2回発行） 

 
*英文学ढ़ࡸ誌オンライン߬ಣ 
Ecological Research、Population Ecology、
Plant Species Biology についてバρクψンバ
ーを؜ΌてオンラインͲの߬ಣ͗Ն೵Ͳ͍
るɽ 
 

第 11
ড় 

本๑人のඉ会員にͪ͜޴学会誌（࡯子ର）の定
期߬ಣ料ͺ、ҐԾに͝ܟる年ֻͳするɽな͕、
Ecological Research の定期߬ಣͺ、出版ऀͳの
 ༁事項にΓΕ、本๑人Ͳͺण付͜ないɽܘ
ᶅ 日本生態学会誌 5000ԃ 
ᶆ 保全生態学研究 5000ԃ 

本๑人のඉ会員にͪ͜޴学会誌（࡯子ର）の定
期߬ಣ料ͺ、ҐԾに͝ܟる年ֻͳするɽ 
ᶅ 日本生態学会誌 5000ԃ 
ᶆ 保全生態学研究 5000ԃ 
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資料㻤

����年決算Ҍ
一ൢ会計

費ɻ໪ ��予算 ��決算 費ɻ໪ ��予算 ��決算
年会費 会誌発行費
ɻɻ正会員（一ൢ） 25,000,000 25,822,100 ɻɻ(5・3(・36% 1,500,000 1,020,396
ɻɻ正会員（学生） 5,000,000 4,892,200 ɻɻ生態誌 2,000,000 781,440
ɻɻঁ࢏会員 1,400,000 1,247,000 ɻɻ保全誌 2,800,000 4,197,755

小�計 31,400,000 31,961,300 ɻɻ会誌発ૻ費༽ 400,000 345,128
ɻɻŮŕŘťƂŨŘ 300,000 254,100

Ռ研費（国ࡏ情報発৶کԿ$） 0 0 ɻɻ英文誌�2SHQ�$FFHVVܨ費 9,000,000 5,966,252
学会誌ജ৏͝ 500,000 516,000 ɻɻ英文誌編集費 600,000 291,867
出版һ੭ 700,000 738,116 ɻɻ和文誌編集費 600,000 673,727
࿨文ࡎܟ料 1,500,000 897,000 小�計 17,200,000 13,530,665
告代߁ 20,000 20,000
ஸ࢘ݘࡠ༽料 200,000 564,507 会議費 300,000 305,906
大会फ೘ 10,000,000 9,633,500 ྃ費・交௪費 1,000,000 893,800
स会費ߪ 0 0 人件費 16,500,000 16,957,983
෡金ر 0 0 地区会活動費 1,831,544 1,964,870
その他 2,000 2,024 大会支出 13,000,000 11,323,229
઴年度܃ӿ金 110,746,740 110,746,740 生態学会出版企画費܊ରݺ 350,000 350,000

,17(&2/会費 300,000 0

事務費
ɻɻ௪৶費 300,000 169,723
ɻɻভ໥඾費 400,000 167,758
ɻɻࡸ費 300,000 232,076
ɻɻ決ࡃ代行घ数料 1,000,000 767,874
ɻɻγーバ関連費 400,000 297,396
ɻɻ事務所ң࣍費 1,680,000 1,680,000

小�計 4,080,000 3,314,827

各種委員会費 1,000,000 1,023,089
報費߁ 1,000,000 844,837
選ڏ費 250,000 220,647
($)(6費༽ 200,000 129,099
स会費ߪ 300,000 242,140
会員管理委୙費 4,600,000 4,593,757
๑人੭ 300,000 223,700
次年度܃ӿ金 92,857,196 99,160,638

合�計 155,068,740 155,079,187 合�計 155,068,740 155,079,187
ୱ年度फ೘ 44,322,000 44,332,447 ୱ年度支出 62,211,544 55,918,549

ୱ年度फ೘�支出 ����������� �����������

ৈ६ඍ金

��予算 ��決算 ��予算 ��決算
઴年度܃ӿ金 9,824,236 9,824,236 ৈ金
༮金ཤଋ 0 81 ɻɻٸ地ৈ 200,000 200,000

ɻɻ大島ৈ 100,000 100,000
ɻɻ鈴木ৈ 200,000 200,000

小計 500,000 500,000
費ࡸ 0 0
次年度܃ӿ金 9,324,236 9,324,317

合�計 9,824,236 9,824,317 合�計 9,824,236 9,824,317

फ೘の部 支出の部

फ೘の部 支出の部
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資料㻤

一ൢऀ஄๑人ɻ日本生態学会 （ୱҒ：ԃ）

資ɻࢊɻ合ɻ計 148,419,583 ෝ࠶��・�९�資ࢊ��合�計 148,419,583 

ෝɻ࠶ɻ合ɻ計 39,934,628 

（ 正 ັ ࡔ ࢊ の 部 ）

一 ൢ 正 ັ ࡔ ࢊ 99,160,638 
うͬ特定）ࢊࡔ定正ັࢨ
資ࢊ΃のै当ֻ）

9,324,317 

正ɻັɻࡔɻࢊɻ合ɻ計 108,484,955 

特定資ࢊ学会ৈ६ඍ金資ࢊ 9,324,317 退 ৮ ڇ 付 Ӏ 当 金 4,704,000 
ࢊɻ定ɻ資ɻݽ ࠶ɻ定ɻෝɻݽ

308,500 ઴ ण 金 29,478,510 
༮ Ε 金 416,894 

າ फ फ ӻ

ݳ 金 ٶ ; ༮ 金 136,360,701 າ ෹ 金 5,111,524 
઴ ෹ 費 ༽ 2,426,065 າ ෹ ๑ 人 ੭ ౵ 223,700 

（ 資 ࢊ の 部 ） ԃ （ ෝ ࠶ の 部 ） ԃ

流ɻ動ɻ資ɻࢊ 流ɻ動ɻෝɻ࠶

ୁɻईɻଲɻলɻන
����年ɻ��月ɻ��日ɻࡑݳ

Ռɻɻɻ໪ 金ɻɻֻ Ռɻɻɻ໪ 金ɻɻֻ
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資料㻥

����年予算Ҍ
一ൢ会計

費ɻ໪ ��決算 ��予算 費ɻ໪ ��決算 ��予算
年会費 会誌発行費
ɻɻ正会員（一ൢ） 25,822,100 25,000,000 ɻɻ(5・3(・36% 1,020,396 700,000
ɻɻ正会員（学生） 4,892,200 4,800,000 ɻɻ生態誌 781,440 2,000,000
ɻɻঁ࢏会員 1,247,000 600,000 ɻɻ保全誌 4,197,755 4,000,000

小�計 31,961,300 30,400,000 ɻɻ会誌発ૻ費༽ 345,128 200,000
ɻɻŮŕŘťƂŨŘ 254,100 300,000

Ռ研費（国ࡏ情報発৶کԿ$） 0 0 ɻɻ英文誌�2SHQ�$FFHVVܨ費 5,966,252 7,000,000
学会誌ജ৏͝ 516,000 500,000 ɻɻ英文誌編集費 291,867 600,000
出版һ੭ 738,116 700,000 ɻɻ和文誌編集費 673,727 600,000
࿨文ࡎܟ料 897,000 800,000 小�計 13,530,665 15,400,000
告代߁ 20,000 20,000
ஸ࢘ݘࡠ༽料 564,507 500,000 会議費 305,906 300,000
大会फ೘ 9,633,500 17,430,000 ྃ費・交௪費 893,800 1,000,000
स会費ߪ 0 0 人件費 16,957,983 17,000,000
෡金ر 0 500,000 地区会活動費 1,964,870 2,084,855
その他 2,024 2,000 大会支出 11,323,229 21,470,000
઴年度܃ӿ金 110,746,740 99,160,638 生態学会出版企画費܊ରݺ 350,000 350,000

,17(&2/会費 0 300,000

事務費
ɻɻ௪৶費 169,723 200,000
ɻɻভ໥඾費 167,758 400,000
ɻɻࡸ費 232,076 300,000
ɻɻ決ࡃ代行घ数料 767,874 1,000,000
ɻɻγーバ関連費 297,396 300,000
ɻɻ事務所ң࣍費 1,680,000 1,680,000

小�計 3,314,827 3,880,000

各種委員会費 1,023,089 1,000,000
報費߁ 844,837 1,000,000
選ڏ費 220,647 0
($)(6費༽ 129,099 0
स会費ߪ 242,140 400,000
会員管理委୙費 4,593,757 4,600,000
๑人੭ 223,700 300,000
次年度܃ӿ金 99,160,638 79,707,783

合�計 155,079,187 148,792,638 合�計 155,079,187 148,792,638
ୱ年度फ೘ 44,332,447 50,852,000 ୱ年度支出 55,918,549 69,084,855

ୱ年度फ೘�支出 ����������� �����������

ৈ६ඍ金

��決算 ��予算 ��決算 ��予算
઴年度܃ӿ金 9,824,236 9,324,317 ৈ金
෡ر 200,000 ɻɻٸ地ৈ 200,000 300,000
༮金ཤଋ 81 0 ɻɻ大島ৈ 100,000 0

ɻɻ鈴木ৈ 200,000 150,000
ɻɻ自然史研究৾ڷৈ 200,000

小計 500,000 650,000
費ࡸ 0 0
次年度܃ӿ金 9,324,317 8,874,317

合�計 9,824,317 9,524,317 合�計 9,824,317 9,524,317

फ೘の部 支出の部

फ೘の部 支出の部
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ྋ10ࣁ

ೖຌਫ਼ସָ会ɻ୉会֋࠷ஏɻҲལ

北海道 東北 関東 中部 近畿 中四国 九州 EAFES
1�7� ౐ښ
1�7� 名ݻԲ
1�77 ౣ߁
1�78 ෳԮ
1�7� ԥශ
1�80 ઴߄
1�81 ຊࡵ
1�82 ୉ࡗ
1�83 ন本
1�8� 東ښ
1�8� ౣ߁
1�8� ౐ښ
1�87 ԯೆ
1�88 ઍୈ
1�8� ۶࿑
1��0 ԥශ

1��1 ಺ྒྷ
1��2 名ݻԲ
1��3 নߒ
1��� ෳԮ
1��� ੟Ԯ
1��� ൂԨࢢ
1��7 ຊࡵ
1��8 ౐ښ
1��� ন本
2000 ౣ߁
2001 本ۿ
2002 ઍୈ
2003 ͚ͯͻ
200� ۶࿑
200� ୉ࡗ
200� ৿׃

 ৿׃（合ಋ）
2007 নࢃ
2008 ෳԮ
200� ੟Ԯ
2010 東ښ
2011 ຊࡵ
2012 ୉௣

 ୉௣（合ಋ）
2013 ੫Ԯ
201� ౣ߁
201� ౣࣉࣝ
201� ઍୈ
2017 東ښ
2018 ຊࡵ 名ݻԲ
201� ਈރ
2020 名ݻԲ
2021 Ԯࢃ（Ψϱϧ΢ϱ）
2022 ෳԮ
2023 ઍୈ
202� ԥශ
202� ຊࡵ 東ښ
202� ʕ
2027 ˕

୉会وଉɻ（֋࠷ஏۢ）
୊̓ড়�୉会͹֋࠷ஏۢͺɼཀྵࣆ会͹٠Νܨͱ૱会Ͳ݀ఈͤΖɽ
̐ɿ୉会会৖ͺࣰ行җ員会͗ةժҗ員会ͳ͹٠ڢ͹΍ͳͶఈΌɼཀྵࣆ会͹ট೟ΝಚΖɽ


,17(&2/֋࠷年


($)(6日本֋࠷年
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資料 11 

活動方針（アジェンダ） 

 

 日本生態学会は、生態学とその関連分野を研究する者のコミュニティーとして、研究成

果の発信、会員の交流を通じて生態学を深化・発展させること、またその成果を社会に還

元することを目的として活動を行ってきた。ここで、近年の社会情勢の変化に対応するた

めに強化する活動の指針として、以下のアジェンダを採択する。 

 

ダイバーシティとインクルージョン：生態学に関わる様々な人々の多様性を互いに認め、

あらゆる属性にとらわれること無く学会活動に参加できるよう、包摂的かつ公平性が保た

れた環境構築に取り組む。 

 

次世代の育成：生態学的研究に携わる学生や若手研究者の育成、研究環境の改善、キャリ

ア形成支援に積極的に取り組む。 

 

国際化：学術大会および国際学術雑誌の刊行を通して一層の国際情報発信を推進する。関

係学会および国際機関との交流も促進する。特に、アジアの生態学研究者どうしが交流す

る場としての機能を高める。 

 

オープンサイエンスの推進：より開かれた生態学を目指し、多くの人々が論文やデータに

アクセスでき、協力しながら社会から信頼される研究成果の発信に努める。 

 

社会貢献：生態学の知識の普及に積極的に取り組むとともに、現代社会が抱える諸課題に

対し生態学的見地からの提言を主体的に行う。生態学研究者と諸問題の解決に取り組む実

務者との協働を促す。 

 

他分野との横断的交流：他分野・領域との交流を積極的に行うことで、生態学をさらに深

化させるとともに裾野を拡げ、知の総合において生態学が果たすべき役割の重要性につい

て理解を促す。 
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資料 12 

日本生態学会 ダイバーシティਬ਒宣言（Ҍ）  

  
生態学を؜ΌՌ学の発ఴͺ、ଡ༹な人ʓにΓるଡ༹な؏఼をൕӫ͠せつつਬ਒しな͜Ηͻ
なΔないɽ日本生態学会ͺɼ生態学෾໼Ͷ͕͜Ζξ΢ώʖετΡ͹॑གྷ੓Ν೟ࣟ͢ɼҐԾ͹
 ஛Ͷ౔ΌΖɽߑͰ͘ɼใઃదͲޮฑ͵ऀ会͹خଉͶݬ
  

1. ଡ༹੓のଜ॑：੓別、੓自認、੓ద޴ࢨ、೵ྙ、年ྺ、࣮බ・্͗い、宗教、人種、຿
ଔ、文Կ、国੸、出ਐ地、ࡃܨదഐྼܨ、ܢ、学ढ़దࢻ఼なʹのଡ༹੓をଜ॑するɽࠫ
別Ώύラスϟンφにଲしてͺஇݽͳしてཱི͖ͬ޴い、న઀なଲԢを行うɽ 

  

2. ޮฑなؽ会の఑ڛ：学ढ़͕Γ;৮業に͕͜るؽ会にͺ、ঙ数ഁ͗஖͖Ηͪ෈ཤな状況͗
͍る͞ͳを認ࣟするɽ্ ปをखΕঈ͚खΕૌΊをਬ਒し、ジェンダーάャρϕ౵の෈ۋ
 を੍正するɽߩ

  

3. ใઃదなࢂՅ：୯΍͗ࢂՅしΏすいڧ؂の੖ඍを਒Ό、合理దなഓྂを行うɽ研究ૌ৭
Ώ大会Ͳの集会౵の企画ͳࣰࢬに͕いてͺ、ଡ༹なഐܢを΍つ研究ंのࢂ画をওྯす
るɽ 

  

4. 理մのଇ਒：ݺ人͍るいͺૌ৭に͕͜るқࢧ決定のࡏのໃқࣟのバイアスΏ、ଡ༹੓・
ޮฑ੓・ใઃ੓の॑要੓に関する理մをଇ਒するɽ研究会、ιϝψー、ϭークシϥρϕ
なʹを௪ͣて情報༙ڠͳ෕ܔٶ発を行うɽ 

  

Ґ৏のΓうに、日本生態学会ͺଡ༹੓・ޮฑ੓・ใઃ੓を॑要なՃ஍ͳҒ஖Ͱ͜、そのࣰݳ
に͜޴て੷ۅదにखΕૌ΋͞ͳを宣言するɽ 
  

2024年 3月 18 日             一ൢऀ஄๑人 日本生態学会 
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